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確立に向けたルーブリックの活用

～文学部における4年次ゼミ活動を事例に～

アセスメントプランの
確立に向けたルーブリックの活用

～文学部における4年次ゼミ活動を事例に～

F D ト ー ク セ ッ シ ョ ン

12:20-12:25：趣旨説明
12:25-12:45：堀先生、中澤先生からの話題提供
12:45-13:15：フロアと共にトークセッション
13:15-13:20：まとめ(予備時間）

文学部副学部長
文学部教授

堀　潤之

話題提供者2024年４月、学習の質を高めるために各学部がア
セスメントプランを策定し、公表しました。このプ
ランを確立するため、文学部ではディプロマポリシ
ーに基づいたルーブリックを開発し、2023年度か
ら４年次のゼミで活用しています。
この度、文学部の堀潤之教授と中澤務教授にご登壇
いただき、ルーブリックを活用した教育実践に焦点
を当て、卒業論文作成における具体的な取り組みを
紹介していただきます。
どなたでもお気軽にご参加いただけますので、ぜひ
ご参加ください！

12:20～13:2012:20～13:20

途中入退出可

5.295.29

Zoom
無料

Zoom
無料

(水)(水)

20242024

教育開発支援センター長
文学部教授

中澤　務

話題提供者

教育開発支援センター
副センター長
教育推進部教授

岩﨑千晶

モデレーター

https://forms.office.com/r/YnW148scQH

お申し込み
本学教職員（非常勤講師含）

対象者5月26日(日)締切

教育開発支援センター
ctl-staff@ml.kandai.jp　TEL 06-6368-0230

プログラム


